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論 文 内 容 の 要 旨

抗生物質アニソマイシンの構造修飾により発見された除草剤 3,3'-ジメチル-4-メトキシベンゾフェノ

ン (メトキシフェノン)の殺革作用の特徴は,白化を伴なうことと,イネとタイヌビ-との間に極めて高

い選択性を示すことである｡本論文は本薬剤の白化発現と選択性発現の機構を解明し,あわせて環境中で

の代謝と分解について検討した結果をとりまとめたものである｡

i.メトキシフェノンの作用横構

(1)Hill反応とクロレラの諸機能に甲する影響

イネ,タイヌビェならびにコンフリーの葉緑体を用いた Hill反応に対するメトキシフェノンの50%阻

害濃度はそれぞれ 1xlO~4M 以上,lX10~3M以上,5.6×10~5M で,､いわゆる光合成阻害剤とはいえな

いOまたクロレラの増殖とクロロフィル生成は 0.2ppm 以上のメトキシフェノンで強く抑制されたが,

クロレラの呼吸やタンパク質 ･核酸の生合成は 50ppmでも阻害されなかった｡

(2)白化発現機構
食用ビェを28℃のファイトト.'ン内で,海砂を入れたシャーレ上で種々の濃度のメトキシフェノンの存

在下で6日間生育させ,その生薬の吸収スペクトルを測定した.この間,400W の陽光ランプを12時間周

期で照射し,照度を 201uxから30001uxまで変化させた｡照度8001ux以上でヒエ某は完全に白化する

が,20-1201ux礎度におとすとヒエ葉は蛍光のある青線色を呈し,スペクトルにもクロロフィルaに由

来する吸収と無処理業の吸収とは異なるカロチノイドの吸収がみられた｡また1201ux以下で生育させた

処理案を 30001uxの光で照射すると生成していたクロロフィルは急速に分解されて数時間で白化した0

-万,カロチノイド部分を溶媒抽出LTLCで分離後,その吸収スペクトルを調べた結果,無処理菜の大

部分は β-カロチンであったが,処理案には β-カロチンは存在せず,その前駆体のフィトフル エソと黄色

の ∈-カロチンが蓄積していることが判ったo

(3)選択殺草機構

メキシフェノンのイネとタイヌビ-に対する選択性の度合を50%白化をおこす濃度で比較すると,種子
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処理後6日目で濃度比5-7であった｡この値を選択性の指標とし,葉面処理,根部処理ならびに種子処

理における14C-メトキシフェノンの吸収,移行,代謝が検討した結果,代謝過程には大きな差異は認め

られなかったが,菓面からの吸収速度,板部および種子処理における薬剤の吸収性の差と処理部から茎葉

部への移行性の差が選択性発現の要田であることが明らかとなった｡

Ⅰ.メトキシフェノンの代謝 ･分解

(1)ラットにおける代謝

ウィスター系の雌ラットに14C-メトキシフェノ ン500mg/kg経口投与し,各種臓器への移行,分布や

尿,糞への排涯を調べた｡また検出された代謝物は13種で,そのうち10種を同定した｡

(2) イネにおける代謝と残留

ワグネルポットに3菓期のイネを移植し,4日後に 14C-メトキシフェノン (40g/a)を水面施用し,渇

水深を 1cm とし28℃で130日間生育させ,収穫後に根,茎葉,モミガラ,玄米にわけて残留している放

射能を分析した｡その結果,投与量の48%が土壌中にあり,稲体に吸収された放射能は約9%であった｡

(3)光による分解

太陽光線ならびに紫外線によってメトキシフェノンは容易に分解され,16種以上の分解物を与えたが,

そのうち10種を同定した｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

除草剤の殺草機構は複雑であるが,これまでに光合成阻害,呼吸阻害,タンパク質合成阻害,ホルモン

作用の撹乱さらには光関与型の殺草作用などが知られている｡ /

除草剤メトキシフェノンを水田や畑地に発芽前処理剤として施用すると,イネなどの作用には影響を与

えず,タイヌビ-やメヒシバなどの雑草を白化,枯死させるので,著者は本薬剤の光合成系に対する影響

を調べて白化発現の機構を明らかにし,さらにイネとタイヌビ-間の選択殺草性に寄与している要因を追

究した｡その結果,メトキシフェノンは直接的にクロロフィルの生合成や分解に関与して白化現象をおこ

すのではなく,カロチノイド生合成の強い阻害剤であって,∈-カロチンからノイロスポレンへの脱水素過
程を遮断するためカpチノイド系色素が生成されず,このためクロロフィルの光酸化を保護する効果が失

われ,二次的に白化がおこることを証明した｡また選択性発現の要田としては,主として種子と板からの

薬剤の吸収,移行性の差に羊るもので,代謝は無関係であることを明らかにして,水田においては発芽前

処理剤として使用することが最適であると指摘している｡さらに本薬剤のラットやイネ体における代謝 ･

分解を詳細に調べ,その代謝経路を推定している｡

このように著者の行った研究は,除草剤メトキシフェノンの殺革作用の特徴である白化発現機構を解明

し,さらに選択殺草性の要因を明らかにしたものであって,農薬化学の分野に寄与するところが大きい｡

よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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